
21

名
な

古
ご

屋
や

市
し

と食品安全委員会は、令和元（2019）
年8月に共同で、食品・栄養学を専攻する大学生
と食品の安全に関する意見交換会を開催しました。

意見交換会は、まず食品安全委員会から食品の
安全に関する基本的な考え方（リスクアナリシス）
とエナジードリンクやサプリメントによる過剰摂
取が懸念されているカフェインについて、次に名

な
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保健所から名
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における取組について
話題を提供し、質疑応答を行いました。

続いてグループに分かれ、カフェインの過剰摂
取について注意を促すポスターのデザイン案を作
成しました。
（カフェインで）「身体、ごまかしてない？」、「本

当に必要？そのカフェり
4 4 4 4

」（そのカフェイン、摂る
必要ある？）など、大学生らしいキャッチコピー
が考案され、そのキャッチコピーに印象的なイラ
ストを組み合わせて、同世代の若者に一目で伝わるデザインに仕上げました（今回考案された
デザイン案からポスターが制作され、今後、名

な
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の啓発活動で活用される予定です）。
大学生からは、「カフェインという身近なものでも、摂りすぎると危険なことを知ることが

できてよかった」、「他大学の学生と意見交換するこ
とで、自分では気付かなかった視点を得ることがで
きた」、「食品の安全性についての情報を伝えること
の難しさが良く分かった」などの感想が聞かれまし
た。カフェインの過剰摂取について情報を聞くだけ
でなく、それを同世代の若者にどのように伝える
か、グループワークで考え、工夫することで、「食
品の安全について正しい知識を得ることの重要性、
伝えることの難しさ」が分かったようです。

この意見交換会の経験を友人らと共有するだけで
なく、将来、社会人として、それぞれの立場から食
品の安全について正しい情報を発信してくれること
が期待されます。

食品安全委員会は、今後も、リスクコミュニケー
ションを通して、若い世代への食品の安全に関する
正しい知識の共有に努めていきます。
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